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雑草っておもしろい 

農大稲花小では，1年生から｢りか｣の授業があります。5月17日(月)の｢りか｣の授業で1年生

は，東京農業国際食農科学科宮浦理恵教授に，雑草について教えていただきました。宮浦先生は

アグロエコロジー(農生態学)がご専門です。瑞々しい草の束を持って先生が教室に登場すると，子

どもたちの目が集中。同じようなハート型の葉っぱをもつ，カタバミとシロクローバを比べなが

ら授業が進みます。葉っぱをかじると，片方は酸っぱく，片方は酸っぱくない！ 草をかじるな

んて初めてですね。先生が準備された古びた十円玉を一人2個ずつ机にならべ，一つはカタバミの

葉っぱで，一つはシロクローバの葉っぱで磨いてみます。カタバミの持つシュウ酸により，ピカ

ピカになった十円玉。うれしくなりすぎて，十円玉を二つともカタバミで磨いてピカピカにして

しまった子どももいました。種のはじける様子も面白いカタバミ。雑草の魅力にも気づいた子ど

もたちでした。 

運動会は来週です 

農大稲花小は，2019年4月の開校です。初年度は1年生だけとはいえ運動会を行うことができ

ましたが，昨年度は一斉臨時休業のため，運動会ができませんでした。今年の運動会は5月29日

(土)を予定しています。はじめて3学年がそろった運動会になります。とはいえ，新型コロナウイ

ルス蔓延の勢いは未だにおさまりません。グランドの広さにも制限があります。そのため，保護

者の皆様にはオンライン配信でご覧いただくこととしています。また，本校の運動会は，運動会

のために特別な練習や準備をする時間をとることはしていません。基本的には普段の体育の学習

の中での練習としています。そのため，運動会当日は，そろわないところも，きりっと(？)しない

ところもあるでしょう。でも，子どもたちが仲良く，いつものように楽しんで運動することを大

切にしたいと考えています。Ｚoomを通して，保護者の皆様にもその様子をご覧いただければと

思います。 

食育ミニ講座 

5月20日(木)の朝の時間，東京農業大学国際農業開発学科の志和地弘信教授が食育ミニ講座を

してくださいました。白衣姿の志和地先生は，2年生や3年生にはすでに以前の食育ミニ講座でお

なじみ。今回は，1年生と2年生の各組でそれぞれ10分程度，パワーポイントを使いながらマン

ゴーについてのミニ講座です。マンゴーはインド原産，どのように実るのか，また，ウルシの仲

間なので軸の近くは特にかゆくなりやすいこと，なども学びました。実は，志和地先生の教え子

 



さんやご関係者のご厚意で，全校児童にマンゴーがプレゼントされることになり，そのための

“事前学習”でもあったのです。プレゼントしていただくのはタイの品種で，その名も｢マハチャ

ノック｣。プレゼントの様子は，次号の学校だよりでお伝えすることにしましょう。 

泥んこになった田植え 

5月21日(金)，1年生は横浜市青葉区田奈にお借りしている｢田奈の田んぼ｣に出かけました。田

んぼのオーナーの野路様ご夫妻，また，東京農業大学農芸化学科横田健治教授，加藤拓准教授，

応用生物科学部食品加工技術センター野口智弘教授のご指導，そして農芸化学科の院生・学生8名

のサポートを受けながらの田植えです。あいにくの小雨で，時々強い風も吹く中，早々に泥んこ

になってしまう子どももたくさんいましたが，ひるむ様子もなく，全員が一列になって元気に稲

の苗を植え進んでいきました。植えた後に心配そうにわざわざ苗を抑える子ども，大学生のお兄

さんやお姉さんに支えてもらって尻もちから立ち上がる子ども，泥の感触に戸惑う子どももいれ

ば，むしろ楽しむ子どももいます。田植えのあとは，用水路の流れる水で，手足を洗い，ドロド

ロの靴下を絞りました。子どもたちが持ち帰った泥んこのシャツやズボン，靴下，そして雨合羽

を前に，保護者の方はびっくりされたかもしれません。 

なお，当日は学校法人東京農業大学からは大澤貫寿理事長もいらして，子どもたちを見守りま

した。また，日本農業新聞からの取材もあり，児童がインタビューに答えました。さらに，田植

えもほぼ終わったころ，ようやく風が静まったのを見計らい，東京農業大学生産環境工学科の関

山絢子准教授ほかが水田の上にドローンを飛ばす様子も見られました。 

新型コロナウイルス感染防止の観点から，様々な制限のある体験学習ですが，昨年度はできな

かった田植えが，今年はできたことを喜んでいます。プラズマクラスタ—など感染防止策のとら

れたバスを利用し，バスの中では静かに過ごした子どもたち。また，子どもたちをサポートして

くれた学生・院生の皆さん全員には，前日にＰCR検査を受けて陰性であることを確認してから参

加していただきました。感染防止を第一に，これからも子どもたちの学びを豊かなものにしてい

きたいと考えています。 
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